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【消化器癌治療における新しい分子標的】
小胞体ストレス誘導性オートファジーの制御による治療の可能性を探る
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小胞体ストレス応答（ＵＰＲ)，シャペロン，ｍＴＯＲシグナル，オーートファジー誘導
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小胞体ストレス誘導性オートファジーの

制御による治療の可能性を探る
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小胞体は，おもに蛋白合成や修飾をつかさどる細胞内

小器官で，つねに大量の蛋白が作られるとともにその品

質管理がおこなわれている蛋白の糖鎖の付加やジスル

フイド結合などの転写後修飾をおこなった後に，それら

は細胞膜へ移送，または細胞外へ分泌される．そのため，

通常の細胞内の小胞体は強く酸化され。Ｃａ：鵜が豊富な内

部環境が保たれている．一方，低酸素や小胞体のｃざ帯欠

乏，酸化ストレス，高脂肪食，低血糖．ウイルス感染な

ど小胞体にストレスが生じる状態では蛋白のフォール

ディングの容量を超え，ミスフォールド蛋白が蓄積して

くる．その状態を小胞体ストレスといい，その結果とし

て複数のシグナル伝達系が誘導されミスフォールド蛋白

の負荷を軽減する機構がはたらく．この細胞保護機構が，

小胞体ストレス応答（unfbldedproteinresponse：UPR）

とよばれる')．

小胞体ストレスが強いときに，アポトーシスにより細

胞全体が除去されることもあるが，小胞体自体がオート

ファジーにより除去される現象もみられ,近年では

特集篭消化器癌治療における新しい分子標的
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